
　1987 年に国鉄が民営化され、今年で
33 年目を迎える。国鉄時代、経営に主体
性がなく、職員の意識も内向きで、ストラ
イキが頻繁に行われるなど不毛な労使対
立が続いた。モータリゼーションの激変に
対応できず破綻に陥った当時の経験から、
環境の変化に的確に対応することの重要
性を学んだ。民営化後は、「お客さま第一」
とする意識改革と自主自立経営を目指し
た。また、過去の震災や事故の経験から、
我々の事業の社会的役割や地域の鉄道に
対する期待や「安全」の大切さを再認識
することができた。特に「安全」には「絶対」
はなく、最後に頼りになるのは人間の力で
あり、それを社内に浸透させる重要性を感
じている。

　仕事をするうえで大切にしていることが
3 つある。1つ目は、「鉄道の成長と進化」
である。近年、技術革新に伴い鉄道の設
備システムやメンテナンス手法が進化して
いる。新しいシステムには必ず未知のリス


